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今
年
五
月
九
日
、

長
井
町
漁
協
は
Ｊ

Ａ
が
経
営
し
て
る

直
売
所
「
す
か
な

ご
っ
そ
」
の
敷
地

内
に
同
漁
協
の
漁

業
者
が
漁
獲
す
る

魚
介
類
を
直
販
す

る
「
さ
か
な
館
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
鮮
魚
だ
け

で
な
く
シ
ラ
ス
や

海
藻
な
ど
の
加
工

品
、
店
内
の
調
理
室
で
作
る

刺
身
の
盛
り
合
せ
や
専
門
の

職
人
が
作
る
握
り
寿
司
ま
で

販
売
し
、
多
く
の
お
客
さ
ん

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
初
旬
、「
さ
か
な
館
」

に
は
ア
ジ
、
カ
マ
ス
、
イ
ワ

シ
、
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
の
鮮
魚
、

釜
揚
げ
シ
ラ
ス
、
イ
ワ
シ
丸

干
し
、
ト
コ
ブ
シ
、
地
ダ
コ

ぶ
つ
切
り
、
活
イ
セ
エ
ビ
、

サ
ザ
エ
な
ど
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ア
ジ
は
百
グ
ラ
ム
百
五
十

円
、
カ
マ
ス
は
二
百
円
、
八

個
入
り
の
ト
コ
ブ
シ
は
一
パ

ッ
ク
千
二
百
円
、
活
イ
セ
エ

ビ
は
百
グ
ラ
ム
千
円
、
活
サ

ザ
エ
は
百
五
十
円
で
し
た
。

　

手
造
り
の
地
魚
を
中
心
と

し
た
刺
身
の
盛
り
合
せ
は
一

パ
ッ
ク
千
円
か
ら
五
百
八
十

円
、
握
り
寿
司
は
七
百
五
十

円
、
海
鮮
丼
は
八
百
七
十
円

な
ど
、
生
産
者
で
な
け
れ
ば

付
け
ら
れ
な
い
格
安
の
値
段

が
喜
ば
れ
、
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
て
い
ま
し
た
。

漁業者直販が大人気のさかな館

【アクセス】車だと、三浦縦貫道路「林」出口より国道134号線
に出て左折、道なりに進んで約３分です。
　電車・バスだと、京浜急行「三崎口」駅より京急バスの「横須
賀駅」方面行きに乗り「小根岸」バス停下車、徒歩約1分です。

【所在地】横須賀市長井１－１５－１５
【電　話】０４６－８５６－２７１４

栽培募金型自販機

　

海
岸
沿
い
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
る
自
動
販
売
機
で
飲

み
物
を
買
う
と
、
そ
の
自
販

機
を
設
置
し
て
い
る
方
の
協

力
で
、
売
り
上
げ
の
一
部
が

栽
培
募
金
に
、
と
い
う
寄
付

金
付
き
自
販
機
の
平
成
二
十

五
年
度
の
寄
付
の
総
額
は
二

十
二
万
円
を
上
回
り
ま
し
た
。

設
置
を
決
め
て
い
た
だ
い
た

方
々
と
こ
の
事
業
を
開
始
し

て
く
れ
た
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ

レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
社
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
今
度
は
、
ス
マ
ホ

を
当
協
会
が
事
前
に
登
録
し

た
画
像
に
か
ざ
す
と
、
募
金

が
で
き
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ

バ
イ
ル
の
「
か
ざ
し
て
募

金
」
の
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
協
会
の
種
苗
生

産
・
放
流
事
業
推
進
の
支
え

の
一
つ
に
な
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

朝獲れ鮮魚・水産加工品、刺身や寿司まで直販

「すかなごっそ さかな館」

シリーズ㉙

＊

長井町漁協直営の

　

水
産
資
源
培
養
の
た
め
、

種
苗
放
流
資
金
を
広
く
県
民

や
釣
り
人
の
方
々
か
ら
ご
寄

附
い
た
だ
く
方
法
と
し
て　

公
益
財
団
法
人
神
奈
川
県
栽

培
漁
業
協
会
は
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
モ
バ
イ
ル
の
「
か
ざ
し

て
募
金
」
の
サ
ー
ビ
ス
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
神

奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会
の
事

前
に
登
録
さ
れ
た
画
像
を

「
か
ざ
す
」
と
寄
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
釣
り
宿
や
マ
リ

ー
ナ
、
釣
り
具
店
な
ど
に
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願
い
し

ま
す
。
そ
れ
ら
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
「
か
ざ
し
て
」
い

た
だ
き
、
皆
様
の
募
金
に
よ

っ
て
水
産
資
源
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
豊
か
な

海
を
皆
様
と
一

緒
に
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

稚魚放流
のため
スマホで
募金

※ソフトバンクのスマホ以外は、
クレジットカードでのお支払い
となるため、クレジットカード
番号の入力が必要です。

　

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
協
力

で
設
置
し
た
九
台
の
寄
付
金

付
き
自
動
販
売
機
に
、
平
成

二
十
五
年
度
は
合
計
二
十
二

万
一
千
四
百
二
円
の
寄
付
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
下
の
海
の
資
源

を
豊
か
に
す
る
た
め
当
協
会

は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ

ジ
サ
ー
ビ
ス
社
と
「
自
販
機

設
置
に
伴
う
募
金
に
関
す
る

契
約
書
」
を
締
結
し
、
設
置

し
た
方
々
の
協
力
で
買
い
上

げ
料
金
の
一
部
を
寄
付
し
て

い
た
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
十
五
年
度
は
庄
三
郎
丸
、

岩
漁
業
協
同
組
合
、
藤
沢
漁

業
協
同
組
合
の
事
務
所
、
湘

南
平
塚
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
、
堀

川
網
鵠
沼

事
業
所
、

横
須
賀
市

海
辺
つ
り

公
園
、
横

浜
ベ
イ
サ

イ
ド
マ
リ

ー
ナ
の
七

カ
所
に
合

計
九
台
を

設
置
し
て

い
た
だ
い

て
お
り
ま

す
。

二
十
五
年
度
は
合
計
二
十
二
万
円
超
の
寄
付

　

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ト

シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー

ナ
は
五
月
十
八
日
、

「
キ
ス
マ
ス
タ
ー
２

０
１
４
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
七
十
五
艇

の
ヨ
ッ
ト
・
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
、
遊
漁
船

二
隻
が
キ
ス
釣
り
を

楽
し
み
、
参
加
費
の

一
部
七
万
五
千
円
を

当
協
会
に
寄
付
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
同
社
の
渡
邊
藤

郎
副
社
長
は
「
今
回
も
皆
さ

ん
の
協
力
で
参
加
費
の
一
部

を
神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

に
寄
付
で
き
ま
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

寄
付
を
受
け
た
協
会
の
今

井
利
為
専
務
は
「
こ
の
よ
う

な
機
会
を
設
定
し
、
寄
付
し

て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。

協
会
は
今
後
も
、
相
模
湾
や

東
京
湾
が
豊
か
に
な
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

渡邊副社長から寄付を受けた今井専務(左)

キ
ス
マ
ス
タ
ー
の
参
加
費
の一部
を
協
会
に
寄
付

　

三
浦
市
松
輪
の
棒

面
丸
は
今
年
二
月
、

昨
年
実
施
し
た
「
ラ

ブ
！
ラ
ブ
！
マ
ダ
イ

２
０
１
３
棒
面
丸
」

の
表
彰
式
を
行
な
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、

昨
年
積
み
立
て
た
参

加
費
の
一
部
で
あ
る

十
万
円
を
マ
ダ
イ
資

源
の
増
大
の
た
め
の

種
苗
放
流
に
役
立
て

て
ほ
し
い
、
と
当
協

会
に
寄
付
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

釣
っ
た
魚
の
重
さ

で
順
位
を
決
め
、
優
勝
し
た

の
は
七
・
五
キ
ロ
の
マ
ダ
イ

を
釣
り
上
げ
た
川
崎
市
の
浅

原
勉
さ
ん
で
、
受
賞
者
を
代

表
し
浅
原
さ
ん
は
、
協
会
の

鈴
木
秀
雄
事
務
局
長
代
行
に

寄
付
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
代
行
は
「
皆
さ
ん
の

協
力
で
平
成
二
十
一
年
か
ら

寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
総
額

は
七
十
五
万
円
に
達
し
て
い

ま
す
。
マ
ダ
イ
の
種
苗
生

産
・
放
流
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
あ
い

さ
つ
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
ラ
ブ
ラ
ブ
マ
ダ
イ
」棒面丸から寄付

九
台
設
置
し
た
栽
培
募
金
型
自
動
販
売
機

棒面丸

で
今
年
も
寄
付

リ
ビ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
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三
浦
市
沖
で
今
年

三
月
十
八
日
に
韓
国

船
籍
の
貨
物
船
が
パ

ナ
マ
船
と
衝
突
し
パ

ナ
マ
船
が
沈
没
、
積

ん
で
い
た
四
百
ト
ン

の
重
油
が
漏
れ
出
し
、

そ
の
重
油
が
、
東
京
湾
口
の

三
浦
市
東
岸
か
ら
相
模
湾
の

藤
沢
市
江
の
島
周
辺
ま
で
の

広
い
沿
岸
に
漂
着
し
ま
し
た

▼
こ
の
た
め
、
三
浦
市
の
み

う
ら
漁
協
を
は
じ
め
、
初
声

漁
協
、
横
須
賀
市
の
長
井
町
、

大
楠
漁
協
、
鎌
倉
市
の
鎌
倉

漁
協
な
ど
で
は
、
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
た
ヒ
ジ
キ
や
ア
カ
モ

ク
と
い
っ
た
海
藻
類
の
収
穫

が
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
な

ど
の
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
▼
ま
た
、
漁
具
に
重
油

が
付
着
す
る
と
新
し
い
網
に

替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
そ
う
な
る

と
億
単
位
の
敷
設
費
用
が
掛

か
る
こ
と
か
ら
、
三
浦
市
内

の
定
置
網
漁
業
者
は
、
操
業

の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
▼
神
奈
川
県
漁
連
は
四

月
中
旬
、
重
油
の
漂
着
で
被

害
が
出
て
い
る
漁
業
者
が
い

る
漁
協
を
含
む
県
下
二
十
四

漁
協
や
当
協
会
も
出
席
し
、

補
償
交
渉
を
専
門
の
弁
護
士

に
委
任
す
る
た
め
の
説
明
会

を
行
う
な
ど
の
対
策
に
乗
り

出
し
ま
し
た
▼
当
協
会
と
し

て
も
、
東
京
湾
並
び
に
相
模

湾
の
海
洋
環
境
の
保
全
と
水

産
資
源
を
豊
か
に
す
る
た
め

の
普
及
啓
発
活
動
を
事
業
の

一
つ
の
柱
と
し
て
お
り
、
ま

た
、
種
苗
生
産
・
供
給
事
業

を
展
開
す
る
た
め
に
も
、
こ

の
よ
う
な
重
油
の
漂
着
は

「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
」
で
す
。　

業界の要望が強いヒラメ種苗を放流

種
苗
生
産

種
苗
供
給

事業名 種苗名（サイズ） 26年度（計画） 25年度（実績）
ア ワ ビ
　 〃 　
　 〃 　
サ ザ エ
トコブ シ
トコブ シ
マ ダ イ
クロ ダイ
カ サ ゴ
マコガレイ
ヒ ラ メ
ヒ ラ メ
メ バ ル
カ サ ゴ
トラフグ
カワハギ
ナ マ コ

（   5㎜）
（2 5㎜）
（3 0㎜）
（2 0㎜）
（1 5㎜）
（ 大 型 ）
（7 0㎜）
（6 0㎜）
（6 0㎜）
（4 0㎜）
（6 0㎜）
（ 大 型 ）
（6 0㎜）
（6 0㎜）
（5 0㎜）
（5 0㎜）
（2 0㎜）

30,000個
300,000個
40,000個
200,000個
50,000個
20,000個
350,000尾
70,000尾
10,000尾
15,000尾
190,000尾
3,000尾
20,000尾
150,000尾
15,000尾
11,000尾
15,000個

30,000個
297,650個
37,000個
352,352個
56,600個
17,176個
374,450尾
73,300尾
9,300尾
8,200尾

194,666尾
800尾

17,500尾
152,800尾
14,500尾
11,000尾
15,000個

　

当
協
会
は
昭
和
六
十
一
年

に
「
栽
培
漁
業
に
関
す
る
事

業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
水

産
資
源
の
維
持
増
大
を
図
り
、

漁
業
の
振
興
と
県
民
生
活
の

向
上
に
寄
与
す
る
。
」
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
今
年

で
二
十
八
年
目
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
と
し
て
三

年
目
を
迎
え
漁
業
者
等
と
一

体
と
な
っ
て
更
な
る
事
業
を

展
開
し
、
栽
培
漁
業
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
マ
ダ
イ
、
ア
ワ

ビ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
マ
コ
ガ
レ

イ
、
カ
サ
ゴ
種
苗
の
生
産
を

行
い
、
東
京
湾
並
び
に
相
模

湾
へ
の
放
流
、
漁
業
協
同
組

合
を
始
め
と
す
る
水
産
団
体

へ
の
供
給
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
業
界
の
強
い
要
望
で
あ

る
ヒ
ラ
メ
種
苗
な
ど
の
種
苗

を
入
手
し
放
流
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
当
協
会
の
中
核
事

業
で
あ
る
種
苗
生
産
・
放
流

並
び
に
供
給
事
業
を
行
う
こ

と
に
よ
り
神
奈
川
県
の
水
産

資
源
の
維
持
増
大
を
図
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
栽
培
漁
業
と
当

協
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
、
漁
業
者
は
も
と
よ
り
広

く
神
奈
川
県
民
に
対
し
、
東

京
湾
並
び
に
相
模
湾
の
海
洋

環
境
の
保
全
と
水
産
資
源
を

豊
か
に
保
つ
必
要
性
を
訴
え

る
た
め
普
及
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

　

当
協
会
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
漁
業
経
営
の
不
振
と
遊

漁
者
数
の
減
少
等
か
ら
主
な

収
入
源
で
あ
る
漁
業
者
負
担

金
や
遊
漁
船
業
者
等
協
力
金

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
種
苗

供
給
数
も
不
安
定
な
が
ら
関

係
団
体
等
の
協
力
を
い
た
だ

き
昨
年
に
引
き
続
き
マ
ダ
イ

等
種
苗
の
増
産
を
図
り
ま
す
。

　

更
に
、
施
設
は
県
か
ら
無

償
貸
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
り
改

修
や
取
り
か
え
が
必
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら

公
益
目
的
事
業
安
定
化
基
金

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

緊
急
時
に
は
実
施
費
用
と
し

て
充
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
事

業
の
安
定
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
「
太
平
洋
南
海
域
栽
培
漁

業
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て
、

他
県
と
連
携
し
広
域
に
ヒ
ラ

メ
種
苗
放
流
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
事
業
の
執
行

に
つ
い
て
は
、
経
費
の
見
直

し
を
行
い
、
効
率
的
な
協
会

運
営
に
努
め
ま
す

　

平
成
二
十
六
年
度
予
算
は

収
入
と
し
て
一
億
四
千
六
百

八
十
九
万
四
千
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。　 平成26年度予算

事業収入１億２３８万円余り見込む

　

内
訳
は
基
本
財
産

運
用
収
入
一
千
九
十

三
万
八
千
円
、
特
定

資
産
運
用
収
入
五
十

六
万
三
千
円
、
賛
助

会
員
収
入
七
十
万
円
、

事
業
収
入
一
億
二
百

三
十
八
万
四
千
円
、

広
域
種
資
源
造
成
支

援
事
業
助
成
金
三
百

五
十
六
万
四
千
円
、

負
担
金
千
二
百
五
十

六
万
円
、
協
力
金
等

一
千
五
百
九
十
三
万

五
千
円
、
雑
収
入
二

十
五
万
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

事
業
活
動
支
出
は

一
億
四
千
百
二
十
万

円
の
予
算
で
す
。

マ
ダ
イ
放
流
事
業
に
二
千
百

十
万
八
千
円
、
ヒ
ラ
メ
放
流

に
五
百
二
十
九
万
九
千
円
、

普
及
啓
発
二
百
五
十
六
万
三

千
円
、
放
流
効
果
調
査
に
二

百
万
九
万
七
千
円
、
種
苗
供

給
事
業
に
八
千
九
百
八
十
四

万
五
千
円
、
管
理
費
一
千
九

百
二
十
万
八
千
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
事
業
活
動
収
支

差
額
は
六
百
七
十
七
万
四
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
予
算

額
と
比
較
す
る
と
百
六
十
六

万
七
千
円
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
神
奈
川
県
栽
培

漁
業
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊

＊

種
苗
生
産・放
流・供
給
事
業
を
展
開
し　

　

神
奈
川
県
下
の
水
産
資
源
維
持
増
大
目
指
す

平成26年度

公
益
財
団
法
人
に
な
り
三
年
目
、更
な
る
栽
培
漁
業
推
進
へ

公
益
財
団
法
人
に
な
り
三
年
目
、更
な
る
栽
培
漁
業
推
進
へ

項　　目 金　額   　　割合(%)
基本財産 10,938 7.47
特定資産 563 3.83
会　　費 700 4.77
事　　業 102,384 69.69
補助金等 3,564 2.43
負 担 金 12,560 8.55
協 力 金 15,935 10.85
雑　　収 250 1.7
　  計 146,894 1

  項　　目 金　額 　　  割合(%)
マダイ放流 21,108 14.37
ヒラメ放流 5,299 3.61
P R 推 進 2,563 1.74
効 果 調 査 2,097 1.43
生 産 供 給 57,896 39.41
斡 旋 供 給 31,949 21.75
管 理 費 19,208 13.08
そ の 他 6,774 4.61
　　計 146,894 1

26年度予算 収入(千円)

26年度予算 支出(千円)26年度支出予算

26年度収入予算
基
本
財
産
７％

会費・雑収入 0.5％

ヒラメ放流 3.6％

事業
７０％

補助金費 ２％

負担金 ９％

協力金
11％

マダイ放流
14%

146,894 千円

146,894 千円

PR 1.7%
効果 1.4%

生産供給
39％

斡旋供給
22％

管理費
13％

そ
の
他
4.6％

事 業 計 画
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さ
い
ば
い
漁
業
っ
て
何 

⑯

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事
　
今

井

利

為

公
益
財
団
法
人

　

神
奈
川
県
は
、
平
成
二
十

七
年
度
か
ら
三
十
一
年
度
ま

で
の
五
年
間
に
、
県
下
の
栽

培
漁
業
推
進
に
向
け
た

種
苗
生
産
・
放
流
及
び

資
源
管
理
の
た
め
「
第

七
次
神
奈
川
県
栽
培
漁

業
基
本
計
画
」
を
策
定

す
る
準
備
を
始
め
、
県

下
の
漁
協
な
ど
に
対
し
、

栽
培
漁
業
推
進
の
た
め

の
要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
計
画
の
素

案
を
策
定
す
る
た
め
専

門
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
、
広
く
漁
業
者
の
意

見
を
聞
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
後
引
き
続
い
て
、

神
奈
川
県
水
産
審
議
会
や
神

奈
川
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

に
諮
問
す
る
こ
と
な
ど
を
通

じ
、
関
係
者
の
意
見
を
集
約

し
て
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」
を
経
て
二
十
七
年

三
月
に
計
画
を
策
定
し

て
公
示
す
る
予
定
で
す
。

　

策
定
事
業
は
、
沿
岸

漁
場
整
備
開
発
法
に
基

づ
い
て
行
な
わ
れ
る
も

の
で
す
。
地
域
の
実
態

に
応
じ
た
栽
培
漁
業
基

本
計
画
を
立
ち
上
げ
よ

う
と
い
う
も
の
で
、
主

に
種
苗
生
産
・
放
流
・

育
成
に
関
す
る
指
針
、

種
苗
生
産
・
放
流
・
育

成
を
推
進
す
る
こ
と
が

適
当
な
水
産
動
物
の
種

類
、
種
類
ご
と
の
放
流
数
の

目
標
、
種
苗
生
産
・
放
流
・

育
成
に
係
わ
る
技
術
開
発
に

関
す
る
事
項
、
放
流
後
の
水

産
資
源
の
育
成
や
分
布
な
ど

に
関
す
る
調
査
を
行
な
う
こ

と
を
決
め
ま
す

　

本
県
で
は
、
水
産
動
物
資

源
の
持
続
的
な
利
用
を
図
る

た
め
、
卵
か
ら
稚
仔
魚
の
時

期
の
減
耗
が
激
し
い
期
間
を

管
理
し
な
が
ら
飼
育
す
る
と

と
も
に
、
育
っ
た
種
苗
を
適

切
な
時
期
・
海
域
へ
放
流
し

た
う
え
で
、
有
効
な
資
源
管

理
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

県
は
、
種
苗
生
産
技
術
・

放
流
技
術
の
開
発
、
種
苗
生

産
施
設
の
維
持
管
理
、
資
源

管
理
型
漁
業
の
推
進
に
つ
い

て
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
当
協
会
は
、
県
下

で
重
要
と
さ
れ
る
種
苗
の
安

定
的
な
大
量
生
産
技
術
を
確

立
す
る
事
業
を
分
担
し
て
行

な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
当
協
会
は
、
放
流

に
よ
る
効
果
が
期
待
で
き
る

対
象
の
水
産
資
源
の
種
苗
生

産
と
放
流
の
実
施
に
つ
い
て

及
び
栽
培
漁
業
の
必
要
性
に

つ
い
て
普
及
啓
発
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
広
く
経
費
負

担
を
求
め
る
な
ど
の
役
割
を

担
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

栽
培
漁
業
推
進
に
向
け
た
種
苗
生
産・放
流
、資
源
管
理
の
た
め
に

　

佐
島
朝
市
は
、
毎
回
押
す

な
押
す
な
の
大
盛
況
と
な
り

ま
す
が
、
来
場
す
る
消
費
者

に
喜
ば
れ
て
い
る
の
が
大
楠

漁
協
の
新
倉
真
二
販
売
部
長

が
行
な
う
魚
の
見
分
け
方
教

室
で
す
。
定
置
網
が
水
揚
げ

し
た
ア
ジ
、
サ
バ
な
ど
を
手

に
取
り
、
魚
の
見
分
け
方
、

お
い
し
い
食
べ
方
な
ど
を
紹

介
し
て
い
る
も
の
で
、
魚
を

見
て
、
学
ん
だ
消
費
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
沸
き
ま
す
。

　

同
漁
協
は
水
揚
げ
し
た
魚

を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
見
て
、
学
ん
で
、
買
っ
て
、

食
べ
て
も
ら
う
」
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
十
一
月
ま
で

の
第
四
土
曜
日
に
朝
市
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

同
漁
協
が
経
営
す
る
定
置

網
漁
船
が
帰
港
し
て
水
揚
げ

を
始
め
る
と
、
そ
の
日
に
漁

獲
し
た
旬
の
魚
を
陳
列
し
て

説
明
、
刺
身
や
フ
ラ
イ
な
ど

の
お
い
し
い
食
べ
方
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大

型
定
置
網
の
仕
組
み
や
操
業

の
仕
方
な
ど
も
話
し
、
漁
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

取
り
組
み
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。

この魚は何ですか?

見て、学び

  魚を食べて
獲れた魚を説明

　

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
、
東
洋
大
学
、
平
塚
市

が
協
力
し
て
ア
カ
モ
ク
、
ワ

カ
メ
を
添
加
し
た
麺

を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
の
麺
は
「
花
ま
つ

も
麺
」
と
ネ
ー
ミ
ン

グ
さ
れ
ま
し
た
が
、

海
藻
を
使
う
こ
と
で
、

塩
分
排
出
や
便
秘
を

解
消
す
る
効
果
の
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
試
食
し
た

平
塚
市
の
落
合
克
宏

市
長
は
「
お
い
し
い
。

市
の
名
産
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の

米
山
健
所
長
は
「
ア
カ
モ
ク

や
低
利
用
の
ワ
カ
メ
の
茎
と

い
う
神
奈
川
県
産
の
資
源
を

活
用
し
て
ナ
ト
リ
ウ
ム
排
出

効
果
の
あ
る
麺
が

誕
生
し
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
企
画

資
源
部
の
臼
井
一

茂
主
任
研
究
員
は

神
奈
川
の
海
藻
に

含
ま
れ
る
ア
ル
ギ

ン
酸
、
フ
コ
ダ
イ

ン
な
ど
は
体
に
良

い
と
さ
れ
る
成
分

で
あ
る
こ
と
、
東

洋
大
学
の
太
田
昌

子
准
教
授
は
、
麺
を
食
べ
た

人
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
出
し

た
な
ど
と
報
告
し
ま
し
た
。

平塚市の名産に

　

サ
ザ
エ
の
栽
培
漁
業

　

サ
ザ
エ
は
磯
の
代
表
的
な

生
物
で
す
。
浜
辺
の
食
堂
な

ど
で
「
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
」

を
賞
味
し
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。

　

磯
の
香
り
を
漂
わ
せ
、
つ

い
食
堂
に
入
っ
て
注
文
す
る

「
サ
ザ
エ
」
は
比
較
的
手
軽

な
価
格
で
味
わ
え
ま
す
。

　

神
奈
川
県
の
沿
岸
漁
業
で

磯
根
が
あ
る
漁
業
協
同
組
合

で
は
、
サ
ザ
エ
の
漁
獲
割
合

が
高
く
、
潜
水
、
覗
突
、
刺

網
で
幅
広
く
漁
獲
さ
れ
、
漁

業
者
の
収
入
の
一
角
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

サ
ザ
エ
の
棘
あ
り
、棘
な
し

　

日
蓮
上
人
が
安
房
か
ら
鎌

倉
に
船
で
渡
る
途
中
、
嵐
に

遭
い
船
が
沈
没
し
か
か
っ
た

と
き
、
白
い
猿
が
舳
先
に
現

れ
て
猿
島
に
案
内
し
、
嵐
が

お
さ
ま
っ
た
後
、
無
事
に
対

岸
の
米
が
浜
に
上
陸
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
日
蓮
上
人
を

背
負
っ
て
い
た
船
頭
が
サ
ザ

エ
の
角
で
足
を
切
り
、
血
を

流
し
て
い
る
の
を
見
た
日
蓮

上
人
が
お
経
を
唱
え
る
と
、

キ
ズ
は
瞬
く
間
に
癒
え
、
ま

た
、
そ
の
サ
ザ
エ
の
角
も
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
こ
の
あ
た
り
の

サ
ザ
エ
に
は
角
か
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

荒
磯
に
生
息
す
る
サ
ザ
エ

は
棘
が
あ
り
、
波
静
か
な
場

所
に
い
る
サ
ザ

エ
は
棘
が
な
い

と
信
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。　

　

日
本
海
お
よ

び
太
平
洋
側
の
和
歌
山
県
串

本
以
東
で
は
棘
が
あ
り
、
瀬

戸
内
海
で
は
棘
が
な
い
個
体

が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
海
性
の
特
徴
を
持
つ
海

域
で
は
棘
が
あ
り
、
内
湾
性

の
特
徴
を
も
つ
海
域
で
棘
が

な
い
個
体
が
多
い
も
の
の
、

地
先
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
そ

の
よ
う
な
法
則
性
が
あ
る
と

も
言
え
ま
せ
ん
。

　

サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
で

渦
巻
き
の
端
ま
で
食
べ
て

い
ま
す
か

　

サ
ザ
エ
の
壷
焼
き
を
食
べ

る
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い

ま
す
か
。

ま
ず
、
サ
ザ
エ
を
焼
く
と
き

に
は
、
加
熱
し
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ザ
エ
の
身
を
取
り
出
す
に

は
、
蓋
の
端
に
ス
プ
ー
ン
の

取
手
の
先
端
を
入
れ
、
足
の

部
分
を
取
り
出
し
て
そ
の
後
、

回
転
さ
せ
な
が
ら
引
っ
張
り

だ
し
ま
す
と
先
端
ま
で
き
れ

い
に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

渦
巻
き
状
の
先
端
部
に
は
肝

臓
が
あ
り
、
濃
緑
色
の
卵
巣
、

乳
白
色
の
精
巣
と
な
っ
て
い

て
、
身
だ
け
て
な
く
、
こ
れ

ら
も
味
わ
い
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　　

サ
ザ
エ
の
分
布

　

サ
ザ
エ
は
太
平
洋
沿
岸
で

は
茨
城
県
以
南
、
日
本
海
沿

岸
で
は
五
島
列
島
か
ら
北
海

道
南
部
沿
岸
ま
で
、
朝
鮮
半

島
南
部
沿
岸
に
分
布
し
て
い

ま
す
。

　

沖
縄
県
に
は
サ
ザ
エ
の
親

戚
で
あ
る
ヤ
コ
ウ
ガ
イ
が
い

ま
す
が
サ
ザ
エ
は
い
ま
せ
ん
。

　

サ
ザ
エ
は
、
水
深
五
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
十
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
岩
礁
に
分
布

し
て
い
ま
す
。

　

漁
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り

に
よ
れ
ば
、
殻
高
十
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
未
満
の
稚
貝
は
水
深

二
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
の
瀬
で

目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
歳
貝
の
生
息
密
度
は
平

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
〇
・
二

〜
二
個
体
で
場
所
に
よ
っ
て

差
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

成
長
す
る
に
つ
れ
て
深
い

場
所
に
移
動
し
ま
す
。

　

放
流
直
後
の
サ
ザ
エ
種
苗

は
数
日
間
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ

の
藻
体
に
登
り
、
そ
の
後
、

降
り
て
く
る
異
常
行
動
を
示

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ザ
エ
の
一
生

　

サ
ザ
エ
は
二
歳
か
ら
三
歳

で
成
熟
し
ま
す
。

　

サ
ザ
エ
は
七
月
か
ら
八
月

に
産
卵
し
ま
す
。

　

産
卵
期
に
な
る
と
サ
ザ
エ

は
深
み
か
ら
浅
場
に
移
動
し
、

産
卵
に
備
え
る
よ
う
で
す
。

　

サ
ザ
エ
の
卵
は
直
径
二
百

ミ
ク
ロ
ン
の
分
離
沈
性
卵
で

す
。
受
精
後
、
十
数
時
間
で

ト
ロ
コ
フ
ォ
ア
ー
か
ら
ベ
リ

ジ
ャ
ー
幼
生
に
変
態
し
、
四

日
間
、
浮
遊
生
活
を
送
っ
た

後
、
定
着
し
ま
す
。

　

定
着
す
る
場
所
は
、
無
節

石
灰
藻
や
付
着
珪
藻
の
う
え

で
、
幼
殻
が
で
き
て
、
基
質

に
付
着
し
て
匍
匐
行
動
を
始

め
ま
す
。
（
つ
づ
く
）

第
七
次
神
奈
川
県
栽
培
漁
業
基
本
計
画

第
七
次
神
奈
川
県
栽
培
漁
業
基
本
計
画

平成27年３月までに策定

佐島朝市

「花まつも麺」

　

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
二
十
五
年
度

新
規
漁
業
就
業
者
の
調
査
結

果
を
ま
と
め
ま
し
た
。
一
年

間
の
就
業
者
数
は
三
十
歳
代

の
十
三
人
な
ど
合
計
三
十
七

人
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
で

過
去
六
年
連
続
三
十
人
以
上

の
新
規
就
業
者
が
あ
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

年
代
別
に
就
業
者
を
多
い

順
に
み
る
と
、
三
十
歳
代
が

十
三
人
と
最
も
多
く
、
次
い

で
四
十
歳
以
上
十
一
、
二
十

歳
代
九
、
十
歳
代
四
人
で
す
。

三
十
歳
ま
で
二
十
六
人
と
な

り
、
七
〇
％
が
「
青
年
」
と

い
っ
て
も
よ
い
年
代
の
人
た

ち
で
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
五
年
度
の
漁

協
・
漁
業
種
類
別
就
業
者
数

を
み
る
と
、
東
京
湾
内
の
生

麦
子
安
漁
協
は

ア
ナ
ゴ
筒
、
遊

漁
各
一
、
横
須

賀
市
東
部
漁
協

は
刺
網
三
、
ノ

リ
養
殖
一
、
巻

網
一
、
三
浦
半

島
の
み
う
ら
漁

協
は
一
本
釣
り

三
、
諸
磯
漁
協

は
刺
網
・
一
本

釣
り･

採
介
藻

一
で
し
た
。

　

相
模
湾
の
長
井
町
漁
協
は

刺
網
一
、
シ
ラ
ス
船
曳
網
一
、

横
須
賀
市
大
楠
漁
協
は
一
本

釣
り
・
延
縄
・
採
介
藻
一
、
葉

山
町
漁
協
は
タ
コ
籠
・
採
介

藻
・
刺
網
一
、
小
坪
漁
協
は

採
介
藻
・
刺

網
四
、
鎌
倉

漁
協
は
一
本

釣
り
一
、
江

の
島
片
瀬
漁

協
は
地
引
網

一
人
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、

平
塚
市
漁
協

は
定
置
網
二
、

シ
ラ
ス
船
曳

網
一
、
刺
網

一
、
大
磯
町

漁
協
は
定
置
網
五
、
二
宮
町

漁
協
は
定
置
網
一
、
小
田
原

市
漁
協
は
採
介
藻
一
、
岩
漁

協
は
定
置
網
二
、
真
鶴
町
漁

協
は
一
本
釣
り
一
、
定
置
網

一
、
採
介
藻
一
人
で
し
た
。

　

な
お
、
県
下
の
過
去
六
年

間
の
新
規
漁
業
就
業
者
数
は

平
成
二
十
年
度
三
十
五
、
二

十
一
年
度
三
十
、
二
十
二
年

度
三
十
三
、
二
十
三
年
度
三

十
七
、
二
十
四
年
度
三
十
、

そ
し
て
二
十
五
年
度
三
十
七

人
で
す
。

　

神
奈
川
県
で
新
規
漁
業
就

業
者
数
が
堅
実
に
増
え
て
い

る
の
は
、
雇
用
募
集
情
報
が

発
信
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
、

神
奈
川
県
漁
連
が
行
な
っ
て

い
る
「
漁
業
担
い
手
確
保
・

育
成
対
策
事
業
」
な
ど
の
成

果
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成25年度新規漁業就業者

30代 13名など37名
６年連続３０名を上回る
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平
成
二
十
五
年
度
の
経
常

収
益
合
計
は
、
一
億
五
千
三

百
二
十
八
万
円
で
し
た
。

　

主
な
収
益
の
内
訳
は
、
基

本
財
産
運
用
益
千
百
三
万
七

千
円
、
特
定
資
産
運
用
益
四

十
六
万
九
千
円
、
賛
助
会
費

　

六
十
九
万
八
千
円
、
事
業

収
益
一
億
九
百
二
十
七
万
三

千
円
、
広
域
資
源
造
成
支
援

事
業
三
百
二
十
三
万
四
千

円
、
負
担
金
千
二
百
四
十
七

万
二
千
円
、
協
力
金
千
五
百

九
十
二
万
七
千
円
、
雑
収
入

十
七
万
円
で
し
た
。
経
常
経

費
は
事
業
費
と
管
理
費
を
合

わ
せ
て
一
億
五
千
九
百
八
十

五
万
三
千
円
で
し
た
。

　

マ
ダ
イ
放
流
に
二
千
五
百

二
十
六
万
万
九
千
円
、
ヒ
ラ

メ
放
流
に
五
百
七
十
四
万
七

千
円
、PR

推
進
に
二
百
七

十
一
万
円
、
放
流
効
果
調
査

九
十
二
万
一
千
円
、
貝
類
生

産
供
給
に
四
千
七
百
五
十
三

万
七
千
円
、
魚
類
生
産
供
給

に
二
千
八
百
七
十
八
万
四
千

円
、
斡
旋
供
給
に
三
千
五
十

四
万
円
、
管
理
費
に
千
八
百

三
十
三
万
八
千
円
で
し
た
。

　

経
常
増
減
額
は
六
百
五
十

七
万
三
千
円
の
赤
字
で
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
神
奈
川
県
栽

培
漁
業
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事業収益は１億９００万円強
  
　科   目 千 円  %
マダイ放流 25269 15.8
ヒラメ放流 5747 3.6
普及啓発 2717 1.7
放流効果調査 921 0.6
貝類生産 47537 29.7
魚類生産 28784 18
斡旋供給 30540 19.1
管理費 18338 11.5
　合計 159853 

支出

　
（
公
財
）日
本
釣
振
興
会
神

奈
川
県
支
部
は
六
月
一
日
、

横
須
賀
市
長
井
町
の
小
田
和

湾
に
四
千
尾
、
荒
崎
海
岸
に

千
尾
の
ヒ
ラ
メ
種
苗
を
放
流

し
ま
し
た
。
小
田
和
湾
に
は

活
魚
運
搬
車
か
ら
直
接
、
荒

崎
海
岸
で
は
小
さ
な
子
ど
も

も
参
加
し
て
放
流
台
を
使
っ

て
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ヒ
ラ
メ
種
苗
は
当
協

会
の
種
苗
供
給
事
業
で
同
支

部
に
配
布
し
た
も
の
で
、
体

長
が
約
六
セ
ン
チ
の
稚
魚
で

す
。
ヒ
ラ
メ
は
漁
業
者
が
最

も
重
視
し
て
い
る
資
源
で
す
。

こ
の
た
め
、
同
支
部
が
資
源

増
大
を
支
援
し
よ
う
と
小
田

和
湾
に
放
流
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
荒
崎
海
岸
で
の
放

流
は
、
地
域
の
振
興
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
る
「
地
域

の
未
来
を
考
え
る
会
」
（
会

長
・
小
澤
紳
一
郎
氏
（
長
井

町
漁
協
）
が
こ
の
日
午
前
九

時
か
ら
行
な
っ
た
「
荒
崎
海

岸
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
４
」
に
参
加
し
た
親
子

連
れ
百
八
十
人
が
参
加
し
て

行
な
い
ま
し
た
。

　

放
流
に
先
立
ち
協
会
の
今

井
利
為
専
務
は
、
ヒ
ラ
メ
は

刺
身
や
ム
ニ
エ
ル
な
ど
で
食

べ
て
非
常
に
美
味
し
い
魚
で

あ
る
こ
と
、
放
流
す
る
ヒ
ラ

メ
種
苗
は
今
年
三
月
上
旬
に

生
ま
れ
た
稚
魚
あ
る
こ
と
、

ヒ
ラ
メ
種
苗
の
成
長
の
様
子

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
種
苗
放
流
後

一
年
で
三
十
セ
ン
チ
、
二
年

で
四
十
セ
ン
チ
に
育
ち
、
皆

さ
ん
が
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
サ
イ
ズ
に
な
る
の
で
、
大

き
く
な
っ
て
帰
っ
て
来
て
、

と
声
を
掛
け
て
放
流
し
て
下

さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
釣
振
興
会
同
支

部
や
未
来
を
考
え
る
会
の
人

た
ち
、
当
協
会
の
職
員
が
手

渡
し
リ
レ
ー
で
子
ど
も
た
ち

に
稚
魚
が
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を

渡
す
と
、
子
ど
も
た
ち
は
目

を
輝
か
せ
て
ヒ
ラ
メ
稚
魚
が

放
流
台
を
滑
っ
て
海
の
中
に

入
っ
て
い
く
様
子
を
見
つ
め

て
い
ま
し
た
。

ヒラメ稚魚を放流

　

神
奈
川
水
産
課
は
四
月
、

平
成
二
十
六
年
度
主
要
施
策

お
よ
び
当
初
予
算
説
明
会
を

開
き
ま
し
た
。
二
十
六
年
度

で
は
漁
協
が
収
益
の
柱
と
し

て
行
な
う
水
産
資
源
を
豊
か

に
す
る
た
め
の
種
苗
放
流
へ

の
支
援
や
新
魚
種
と
し
て
ト

ラ
フ
グ
の
栽
培
漁
業
技
術
開

発
や
ア
ワ
ビ
、
マ
コ
ガ
レ
イ
、

シ
ャ
コ
、
ナ
マ

コ
な
ど
神
奈
川

県
の
重
要
水
産

資
源
の
回
復
と

管
理
手
法
の
開

発
を
目
指
し
た

調
査
研
究
を
進

め
、
資
源
の
確

保
と
漁
業
経
営

の
安
定
を
図
っ

て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

栽
培
漁
業
関

係
の
主
な
二
十

六
年
度
事
業
は
、

ナ
マ
コ
種
苗
生

産
試
験
に
取
り

組
む
ほ
か
、
ア
ワ
ビ
類
の
資

源
回
復
技
術
の
開
発
、
東
京

湾
の
天
然
魚
介
類
の
再
生
産

を
促
す
と
と
も
に
、
栽
培
漁

業
の
効
果
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
稚
魚
や
ア
サ
リ
な
ど
が

生
息
し
や
す
い
浅
場
の
生
物

相
や
底
質
の
基
礎
資
料
の
収

集
も
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
に
多
彩
な
水

産
物
を
安
定
的
に
供
給
し
て

い
く
た
め
に
は
、
漁
業
者
の

活
動
基
盤
で
あ
る
漁
協
の
経

営
再
建
が
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漁

協
が
行
な
う
種
苗
放
流
事
業

な
ど
へ
の
支
援
の
た
め
「
水

産
業
経
営
改
善
強
化
促
進
事

業
費
」
を
補
助
し
ま
す
。

　

種
苗
量
産
技
術
開
発
事
業

で
は
六
十
五
万
個
の
サ
ザ
エ

種
苗
を
生
産
し
て
配
布
す
る

ほ
か
、
資
源
悪
化
の
著
し
い

シ
ャ
コ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
の
資

源
管
理
の
推
進
に
向
け
た
調

査
研
究
を
行
な
い
ま
す
。
さ

ら
に
栽
培
漁
業
の
新
対
象
魚

で
あ
る
ト
ラ
フ
グ
の
種
苗
生

産
・
放
流
技
術
開
発
、
新
た

な
ヒ
ラ
メ
種
苗
生
産
体
制
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

二
十
七
年
度
か
ら
五
年
間

実
施
す
る
第
七
次
神
奈
川
県

栽
培
漁
業
基
本
計
画
の
策
定

を
進
め
、
種
苗
生
産
・
放
流
、

資
源
管
理
を
行
な
う
栽
培
漁

業
に
つ
い
て
、
当
協
会
と
役

割
分
担
し
て
推
進
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

二
十
六
年
度
神
奈
川
県
水
産
課
主
要
施
策

神奈川県水産課主要施策・予算説明会

　
（
一
社
）日
本
釣
用
品
工
業

会
が
主
催
し
た
「
国
際
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
２
０
１

４
」
は
三
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
、
横
浜
市
み

な
と
み
ら
い
・
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
日
、
大
勢
の
釣
り
愛
好
家

や
家
族
連
れ
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

わ
が
国
の
代
表
的
な
釣
具

メ
ー
カ
ー
な
ど
が
出
展
し
て

同
シ
ョ
ー
は
開
か
れ
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
釣
具
や
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
ボ
ー
ト
な
ど
の
説
明

を
熱
心
に
聞
く
人
も
多
く
、

ま
た
、
「
釣
り
は
じ
め
て
ク

ン
広
場
」
で
本
物
の
マ
ス
釣

り
を
体
験
し
歓
声
を
上
げ
る

親
子
連
れ
な
ど
も
い
ま
し
た
。

　
（
一
社
）日
本
釣
用
品
工
業

会
は
、
当
協
会
と
連
携
し
て

マ
ダ
イ
種
苗
の
放
流
を
実
施

し
て
い
る
事
業
を
パ
ネ
ル
で

紹
介
、（
公
財
）日
本
釣
振
興

会
は
、
水
産
資
源
の
大
切
さ

を
訴
え
、
東
京
湾
遊
漁
船
業

協
同
組
合
は
、
東
京
湾
に
生

息
す
る
活
き
た
魚
を
展
示
し

ま
し
た
。　
　

　

飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
は
日
本

各
地
の
海
鮮
丼
、
焼
き
そ
ば

が
用
意
さ
れ
、
神
奈
川
県
漁

連
は
ワ
ン
コ
イ
ン
の
五
百
円

で
食
べ
ら
れ
る「
ま
ぐ
ろ
丼
」

「
ま
ぐ
ろ
た
た
き
丼
」
を
販

売
、
買
い
求
め
る
人
が
途
切

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

放流マダイの紹介も

　

横
須
賀
市
長
井
町
の
荒
崎

に
あ
る
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
増
養
殖
研
究
所
は
六
月

一
日
、
施
設
の
一
般
公
開
を

行
な
い
ま
し
た
。
天
然
ウ
ナ

ギ
の
一
生
を
紹
介
し
た
コ
ー

ナ
ー
、
荒
崎
の
周
辺
の
海
で

生
ま
れ
た
ア
ワ
ビ
の
パ
ネ
ル

展
示
、
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル

が
大
人
気
で
し
た
。

　

同
研
究
所
で
行
な
わ
れ
て

い
る
調
査
や
研
究
の
内
容
を

広
く
一
般
の
人
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
一
般
公
開
し
た
も

の
で
、
こ
の
日
は
隣
接
し
た

海
岸
の
清
掃
、
ヒ
ラ
メ
稚
魚

の
放
流
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
同
研

究
所
に
は
親
子
連
れ
を
中
心

に
大
勢
の
人
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。

　

特
に
天
然
ウ
ナ
ギ
の
一
生

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
ウ
ナ
ギ

の
稚
魚
や
人
工
ふ
化
し
て
餌

を
与
え
て
一
年
が
経
っ
た
七

〜
八
セ
ン
チ
に
育
っ
た
ウ
ナ

ギ
の
稚
魚
が
泳
ぎ
回
る
姿
を

興
味
深
げ
に
見
入
る
子
ど
も

が
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
際
に
採
集
し
た
深

海
魚
や
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
ダ
コ
な

ど
危
険
な
魚
の
展
示
も
行
わ

れ
、
ナ
マ
コ
、
ヒ
ト
デ
、
ウ

ニ
、
ヤ
ド
カ
リ
、
カ
ニ
な
ど

の
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
で
は
、

小
さ
な
子
ど
も
が
生
き
た
水

産
生
物
に
触
れ
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

ウナギの一生をパネル展示
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平成２５年度決算日
本
釣
振
興
会
が
ヒ
ラ
メ
種
苗
放
流

長
井
、荒
崎
海
岸
に
合
計
五
千
尾
を

ト
ラ
フ
グ
の
栽
培
漁
業
技
術
開
発
も
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